近年、トイプードルやポメラニアンなどの小型犬と暮らす家庭が増えています。小型犬は膝くらいの高さから落下するだけで、細い前足を骨折することがあります。骨折の多くは手術による治療が行われます。
プレート、ピンニング、創外固定の写真｜レントゲン写真
手術は折れた骨を金属で固定する方法で、プレート手術、ピンニング手術、創外固定手術があります。しかし、手術後のレントゲン画像では綺麗に治っているように見えていても、
手術後の癒合不全の写真
手術の数ヶ月後に、骨が消えていく骨融解が起きたり、手術後のまもない時期に再骨折したりすることがあります。一度、癒合不全になると骨の内部構造が変わるので、再度の手術をしても骨折の治癒は困難であり、治療期間が1年以上になることがあります。
完全固定のギプス写真
一方、従来のギプスによる治療は骨折した足を添え木で固定します。亀裂骨折では治療ができますが、完全骨折では治癒させることは困難です。従来のギプスを数ヶ月間にわたり装着すると骨密度が低下します。骨の密度が低下すると再骨折することが多いです。
